
表-3 カラマツ苗木の生育状況 (基準本数70本)

ぷトーヱ三 苗長 cm 根沼歪 mm T/R率 T/D率

56.12 10.82 600 m1/ 10 a 2.36 5.19 

コ コ サン
400 m1/ 10 a 55.70 10.20 2.06 5.46 

MO  1，200 ffli十 55.45 11.07 CAT 150 i!/ 10 a 2.17 5.00 

MO  1，000 m1+ 53.06 10.30 CAT 100 g-/ 10 a 1. 79 5.17 

無 散 布 60.91 10.90 2.30 5.56 

草iとゴーゴーサンの除草効果は高く、薬剤使用量

400 m1/ 10 a-600 mi/ 10 aで、安定した効果が

} みられました。しかし、スギナ、カラスビシャク、

カタバミなどの宿根雑草に対する効果はありませ

ん。また、キク科のノボロギクに対しても効果が

劣るようでした。

(2) 苗木に対する薬害

薬剤を散布したあと、カラマツ苗木の状況を、

観察しましたが、特lζ異状はみられませんでした。

苗木の生育状況を秋季に調べたと乙ろ、根元径

には薬剤の影響が殆んどみられませんでしたが、

苗長では、薬剤散布区が無散布lζ比べて少し劣っ

ています。(表-3) 

MO+シマジン混合剤よりゴーゴーサン乳剤の

方が高い除草効果がみられ、苗木の生育にも特Iζ

問題になるような薬害もない乙とから、スギ、ヒ

ノキ、アカマツ床替床と同様に、カラマツ床替床

にも使用できる除草剤といえます。

おわりに

当所ではまきつけ床から一貫した薬剤による除

草作業の確立に努めておりますが、現在までのと

乙ろダイヤメー卜は、ヒノキのまき付覆土後lζ散

布しますと薬害が発生するようです。一方コケ類

に対する除草効果がある乙とがわかりました。ま

た、ゴーゴーサンについては、カラマツまき付床

でのこ回目(夏草対象)散布で、頂部の葉が黄変

して上長生長が停止する薬害の発生がみられまし

fこ。

乙うした事例もありますので、使用に当つては

試験済みで安全が確認された後K使ってきただき

Tこし、。

(庶務部唐沢)

マツタケ山の施業改善の効果について(クロマツ林の調査から)

本県では、マツタケの増産対策として、マツタ

ケ山の手入れを推進しており、近年、山林所有者

の関心の高まりと、園、県の施策の導入iとより、

その施業実績は 237.1ヘクタールに達しました。

マツタケ山の手入れの効果とそのメカニズムに

ついては、 「マツタケの生物学※J ["きの乙の自

然誌※J ["菌を通して森を見る※」などの本iζ詳

しく紹介されており、また当所の「業務報告JIと

も研究成果が報告されています。

昭和 60年9月から 3か月間、国立林業試験場で

研修を受け、試験地を設定して 6か年を経過した

表-1 まったけ山環境改善事業実績 (60年累計)
林務部、林業課資料による

林 産 集 落 振 興 対 策 事 業

松川村 39.5 ha 坂北村 5.0ha 

豊丘村 12.0 生坂村 8.0 
泰車村 20.8 坂井村 26.0 

喬木村 37.5 塩尻市 5.0 
伊那市 3.3 四賀村 34.0 
辰野町 3.0 本城村 8.0 

飯島町 5.0 自十 207.1 
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クロマツ林分を調査する機会が与えられました。

乙の施業の結果が、きのこの発生ば.かりでなく

健全なマツ林を育成するための参考になると思慮

されるので紹介します。

1. 調査場所等

調査地は、茨城県郡那珂郡東海村の太平洋に面

した海岸で、付近には原子力発電所がある。

試験地は、昭和 55年K設定した 30年生のクロマ

ツ林で、 Ao層(土地表面に堆積する有機物の腐

植層)を除去した「施業区J、放置したままの

「放置区J、Ao層を 2倍にした I2倍量区JIと

区画しである。

2 調査項目

調査は研修のための基本的なもので、次の 3項

目について行った。

① Ao層の堆積腐植量

② 根量

③ 土壌微生物相

3 調査方法

(1) Ao層の堆積腐植量は、 50cm X 50 cmの方形ワ

クを用いて、それぞれの区画の 2か所から堆積し

たAo層を採取し、その腐朽の状態により分類し

たのち自然乾燥して計量した。

(2) 根量は、(1)でAo層を採取した後、 25cm立方

に土壌を採取し、その中に含まれる根を太さで区

分して乾燥後に計量した。

(3) 土壌微生物数は、 (2)で掘り取った跡の断面壁

(3 - 13 cm)から土壌を採取し、中iζ含まれる糸

状菌、放線菌、細菌を分離培養し、コロニー(菌

の集団)を計測した。

4 調査結果

(1、 Ao層の堆積腐植量 (表-2参照)

表一 2 クロマツ林落葉堆積量調査表

(自然乾燥重量 g) 東海村

区 分 飽業 区 政 白 区 2倍最区

枝及 E事果 139 112 282 

L 
新しい針葉 112 45 26 

原形のある 365 167 112 
|変色針葉

層
(小計) ( 477) ( 212) ( 138) 

腐縞 95 209 337 

F 
腐績 2 20 102 1.035 

H 
粉 状

層
25 153 510 

(小計) ( 140) ( 4臼) (J.882) 

メ口泊、 計 756 788 2.302 

表-3 クロマツ林根量調査表
(人工乾燥重量 g) 東海村

区 分 施業区 放置区 2倍量区

太 根 22.8 26.8 32.8 

中 根 9.6 9.0 10.7 

車田 根 7.7 8.9 9.6 

H層の細根 7.0 

言十 40.1 44.7 60.1 

内中細根計 18.3 17.9 27.3 

で最も多く、施業区、放置区はほぼ同量で、 2倍

量区の 3分の lであった。

(注、 Ao層はL、F、Hの 3層に大別する 。L

層は落葉層、 F層は落葉がある程度分解してでき

た腐葉層でー落葉の原形を多少とどめているもの、

H層は腐植層で落葉の原形をとどめないまでに分

解したものをいう。)

L層は施業区lζ多く 477gあり、最も少ない 2倍

量区はその 2分の l以下であった。

試験区ごとのAo層総量は、 2倍量区が 2，302g F・H層は施業区で 140gあったが、 2倍量区はそ

クロマツ林の状況

の 13倍強の1，882gであった。

(2) 根量 (表-3参照)

中・細根の総量は、 2倍量区が 27.3gで・最も多

く、施業区、放量区はほぼ同量であった。とくに

細根は 2倍量区iζ多く、 Ao層 (H層)まで伸長

しているものが全体の 11%IL及んでいた。

(3) 土壌微生物数 (図ー 1参照)

試験地は全体lζ腐植層が多く、微生物が有機物

を分解するため酸性が強くなり、糸状菌は土壌断
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からの根の保護もできなくなる。新しい根には菌

根の形成が少なく、地上部の見かけの生長量に比

べ根の衰退が著しい。

3) 腐植層が厚くなると、土壌の湿度が多くなり

細菌やカビが増え、菌根をつくるキノコが少なく

クロマツ林の土壇微生物量(断面)

また表面下部で 110X 103 
- 130 x W と多く、

土では、 170X 103
と数値が高かった。

放線菌、細菌は放置区に多くみられた(最高 45

x W)が、他の区画は 10x 10;以下であった。

図-1 

なる。

4) 有機物が多くなると、マツの生育は一時的iζ

良くなるが、他の樹木や雑草の生育も旺盛になり、

そのため陽樹であるマツは、 ζれらに被圧されて

しまう。とくにニセアカシアとの競合に弱い。

以上の乙とから、健全なマツ林を作るには林内

環境の整備、とくにAo層の調整が必要でtあり、

この乙とはマツタケなどの菌根菌を増やすために

も欠く乙とができません。また、手入れは形式的

でなく、若令林では一時的iζ徹底したAo層のか

きとりを行う乙とが肝要です。
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考察

試験地は写真のような林相で、マックイムシに

よる枯損木も見られます。採取した根はすでに黒

く変色して枯死が始まっており菌根菌は見られま

せんでした。以前は、ショウロ、ハツタケ、

ハツ、ヌメリイグチなどのキノコが採れ、根には

菌根菌があり、健全な姿のクロマツ林であったそ

うです。しかし、調査時点では落葉分解菌のシロ

オオハラタケや、 Ao層に生息するベニタケ属な

ど菌根菌のキノコがわずかに見られただけでした。

乙の調査から次のことを知る乙とができました。

1) 手入れをする乙とにより、腐植層が除かれ落

葉分解菌が減少し、手入れ後に落下した針葉は腐

植化が進まず、土壌は微生物の少ない清潔な状態

に保たれ、マツの生長は抑制されるが菌根菌が生

息しやすくなる。

2) 腐植層が厚くなほど土中の根はAo層に伸長

してくる。乙のため土中の細根は減少し菌根菌も

減っていく 。その結果、根と菌との共生は見られ

なくなり、菌根による水分や養分の吸収、病原菌
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